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歳入

令
和
３
年
度
に
ど
の
く
ら
い
の
収
入

が
あ
り
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

市
の
財
政
状
況
と
お
金
の
使
い
道
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課

☎（
32
）
１
７
４
８

歳入から歳出を単純に差し引くと 11 億
6,706 万円の黒字ですが、このうち令和
4 年度に繰り越して使う経費（財源）が 2
億 8,966 万円あるので、実質的な収支は
このようになります。

一般会計
実質8億7,740万円

　　  の黒字決算

❶地方交付税　�普通交付税と特別交付税
がともに 増

❷各種交付金　�地方消費税交付金や法人
事業税などで 増 

❸国庫支出金　�前年度の特別定額給付金
事業などで 減

❹県支出金 　�令和2年の豪雨で被害を
受けた用水路の災害復旧
工事への補助金などで
増

❺市債　　　　給食センター建設工事や
中学校建設工事が終了し
たことなどで 減

宇
城
市
の
財
政
は
全
て
の
指
標
で

「
健
全
」な
状
態
で
す

■
健
全
化
判
断
比
率
を
表
す
４
つ
の
指
標

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」

「
将
来
負
担
比
率
」の
4
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
一
つ
で
も「
早
期
健
全
化
基
準
」を

超
え
る
と
早
期
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
自
主

的
に
改
善
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
財
政
再
生
基
準
」を
超
え
る
と
財
政
再

生
計
画
を
策
定
し
、
国
な
ど
が
関
与
し
て
確
実

な
再
生
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宇城市の状況 参考（基準）

比率名 R1
年度

R2
年度

R3
年度

早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ― ― ― 12.58 20.00 ― ― ― 12.58 20.00 ― ― ― 12.58 20.00 ― ― ― 12.58 20.00 ― ― ― 12.58 20.00 

連結実質赤字比率 ― ― ― 17.58 30.00 ― ― ― 17.58 30.00 ― ― ― 17.58 30.00 ― ― ― 17.58 30.00 ― ― ― 17.58 30.00 

実質公債費比率 8.9 8.7 9.1 25.0 35.0 8.9 8.7 9.1 25.0 35.0 8.9 8.7 9.1 25.0 35.0 8.9 8.7 9.1 25.0 35.0 8.9 8.7 9.1 25.0 35.0 

将来負担比率 2.0 15.1 22.9 350.0 2.0 15.1 22.9 350.0 2.0 15.1 22.9 350.0 2.0 15.1 22.9 350.0 

※実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字のため、　　　　　（単位：％）
　「－（該当なし）」で表示しています。

375 億 9,050 万円
前年度比 △ 86 億 843 万円

分担金・負担金（0.4％）
1 億 4,210 万円

使用料・手数料（0.8％）
3 億 1,687 万円

諸収入（1.4％）
5 億 2,594 万円

繰越金（2.2％）
8 億 1,811 万円

その他（3.6％）　13 億 6,195 万円

 内　寄附金　　 5 億 2,520 万円
 訳　繰入金　　 7 億 6,768 万円
 　　財産収入　　　  6,907万円

（24.7％）

市税（16.3％）（16.3％）
61 億 1,041 万円万円

地方交付税（28.7％）（28.7％）
108 億 628108 億 628 万円

国庫支出金国庫支出金（19.7％）
74 億 1,81774 億 1,817 万円

県支出金（8.6％）（8.6％）
32 億 3,24032 億 3,240 万円

地方譲与税（0.8％）
3 億 1,571 万円

市債市債（13.0％）（13.0％）
48 億 7,58048 億 7,58048 億 7,580 万円

各種交付金（4.5％）　 16億6,676万円
 内  利子割　　　　　　     296万円
 訳  配当割　　　　　     1,351万円
　　株式等譲渡所得割     2,714万円
　　地方消費税　　 13億7,249万円

ゴルフ場利用税　　　  3,842 万円
環境性能割　　　　　  2,180 万円
地方特例　　　　   1億2,152万円
交通安全対策特別　　     634 万円
法人事業税　　　　　  6,258 万円

自主

財
源

依存財源
（75.3％）
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令
和
３
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歳出
（性質別）

364億2,344万円
前年度比 △ 85 億 2,737 万円

教育費（17.5％）
63億6,527万円

総務費（11.9％）（11.9％）
43億3,663万円万円

人件費（11.3％）（11.3％）
41億476万円

繰出金（7.6％）
27億5,395万円

扶助費扶助費
（24.3％）（24.3％）

88億5,35388億5,353万円

公債費（11.6％）（11.6％）
42億2,54242億2,542万円

普通建設事業費普通建設事業費（20.3％）
73億8,86673億8,866万円

土木費（6.8％）
24億5,897万円

公債費（11.6％）
42億2,541万円

消防費（3.4％）
12億5,291万円

衛生費衛生費（6.5％）
23億8,425万円

農林水産業費（3.5％）
12億8,764万円

商工費（2.0％）
7億3,035万円

災害復旧事業費
（1.8％）

6億6,756万円

維持補修費（0.6％）
2億3,254万円

積立金（0.6％）
2億2,019万円

投資・出資金・貸付金（1.5％）
5億5,889万円

2億3,254

物件費物件費
（10.9％）（10.9％）

39億5,81639億5,816万円

2億2,019

補助費など（9.5％）（9.5％）
34億5,97834億5,978万円

議会費（0.7％）
2億3,988万円

災害復旧費1.8％）
6億6,530万円

民生費（34.3％）
124億7,683万円

❶総務費　�前年度の特別定額給付金事業や本庁舎大
規模改修工事などで 減

❷民生費　�子育て世帯への臨時特別給付金、住民税
非課税世帯等臨時特別給付金などで 増 

❸衛生費 新型コロナウイルスワクチン接種業務委
託、旧三角保健センター解体工事などで
増

❹商工費 プレミアム付商品券の業務委託、事業持
続化対策特別支援金などが終了し 減

❺教育費　�小川中学校や不知火小学校の校舎改築工
事などで 増

市債　　　　　　��540億5,305万円

　道路整備や公共施設の建設など一時的
に多額の資金が必要な場合に発行。道路
や施設などは長期間利用されるため、世
代間の負担を均衡化させるのが目的です。
　市債残高は、平成29年度以降は熊本地
震からの復旧や小中学校建て替えなどの
影響で増加に転じています。

基金　　　　　　��162億9,698万円

前年度比　　　 　      ＋ 6,314 万円
市民1人当たり　　       282,639円

（内訳）
　　年度間の財源の不均衡を調整

財政調整基金　  95億5,722万円

　　市債の償還財源を確保し債務を軽減

減債基金　　　　 7億5,332万円

　　教育や地域振興など特定の目的のため
　　に積み立てる

特定目的基金 　 59億8,644万円

前年度比　  　＋1億9,291万円
市民1人当たり　　 937,444円
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歳出
（目的別）

❶扶助費　�子育て世帯への臨時特別給付金、住民税非
課税世帯等臨時特別給付金などで 増

❷公債費　市債元金償還金などで 増

❸普通建設事業費　給食センター建設事業や防災まち
づくり拠点施設整備事業などが終了し 減

❹物件費　�プレミアム付き商品券事業の業務委託など
が終了し 減

❺補助費など　前年度の特別定額給付金事業や被災宅
地復旧支援事業補助金などが終了し 減

義
務
的
経
費

そ
の
他
の

経費

投

資
的経費
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一般家庭での「借金」に相当 一般家庭での「預貯金」に相当」に相当


